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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月24日(2014.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材および前記基材上に形成される受光部を有する太陽電池と、
　前記太陽電池の時計表側に配置された透光性の文字板と、
　前記文字板を保持する文字板受けリング部材と、
　前記太陽電池の裏面に固定された太陽電池案内板と、を備え、
　前記文字板受けリング部材は、その表面に開口された開口部内に形成されたフック係止
部を備え、
　前記太陽電池案内板は、
　前記太陽電池の受光部よりも外周側に突出して形成される突出部と、
　前記突出部から前記文字板受けリング部材の前記開口部内に向かって突出して形成され
て前記フック係止部に係止されるフック部と、を備え、
　前記基材は、前記太陽電池案内板および前記文字板受けリング部材の前記開口部を被覆
する被覆部を備える
　ことを特徴とする太陽電池付電子時計。
【請求項２】
　請求項１に記載の太陽電池付電子時計において、
　前記太陽電池案内板の裏面側に配置されるムーブメントは、前記ムーブメントの平面中
心位置から前記ムーブメント外周までの長さが、他の外周面よりも短いサイドカット部を
有し、
　前記文字板受けリング部材の表面には、前記文字板を固定する文字板固定部が設けられ
、
　前記フック部は、前記文字板受けリング部材の周方向における配置位置が、前記サイド
カット部および前記文字板固定部と異なる位置に設定されている
　ことを特徴とする太陽電池付電子時計。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の太陽電池付電子時計において、
　前記文字板受けリング部材の表面には、前記開口部に近接して設けられた太陽電池位置
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決め部が設けられ、
　前記太陽電池の基材の被覆部は、前記太陽電池位置決め部に位置決めされる係合部を備
える
　ことを特徴とする太陽電池付電子時計。
【請求項４】
　請求項３に記載の太陽電池付電子時計において、
　前記太陽電池位置決め部は、前記文字板受けリング部材の表面に突出する突起により構
成され、
　前記太陽電池の前記係合部は、前記突起に係合する係合溝で構成され、
　前記太陽電池案内板の突出部は、前記突起に係合する係合溝を備える
　ことを特徴とする太陽電池付電子時計。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の太陽電池付電子時計において、
　前記文字板受けリング部材の表面側の色は、前記太陽電池の色と同系色である
　ことを特徴とする太陽電池付電子時計。
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